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１ 議会・議会事務局の場所

さつま町役場本庁

３階

① 傍聴席

本会議の様子を見聞きす

ることができます。

② 議場

本会議で一般質問や議案

の審議などを行います。

③ 委員会室

委員会に付託された案件

を専門的に審議します。

④ 議員控室

議員の休憩室のほか、議員図書

等を配備し調査研究をします。

⑤ 正副議長室

正副議長の執務室です。

⑥ 議会事務局

事務局職員の執務室です。

議
場
の
見
学
も

受
け
付
け
て
い
ま
す

２ 議会のしくみ

① 議会って何をするところ？

さつま町

「より良いさつま町」をつくるために、町全体の決まりごと

（条例）やお金の使い方（予算）などについて、話し合いを

して決めるところです。

公民会

・町長

課長以下職員

・公民会長

公民会役員ほか

・議長

議会議員

町議会

提案
条例

予算

・議長

班長ほか住民

総 会

提案
規約

予算

※議員から条例や予算を提案することもできます。

Ⅰ さつま町議会について
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② なぜ議会が必要なの？

公民会みたいに、住民全員で話し合うことはできないのか。

さつま町の人口は約２万人。

住民全員の意見を聴くことや話し合いは事実上不可能。

選挙で町民の代表者を選んで、さつま町のこれからのことや

お金の使い方などを話し合って決める。

町民の代表者 ⇒ 町議会議員

話し合い決める場 ⇒ 町議会

議員は、住民の意見を集約して議会で発言する必要がある。

→地元の会合等で意見を聴く。

→各地区での意見交換会（隔年開催）で意見集約。

→各種団体との懇談会（意見交換会）。

③ どんな仕事をするの？

(1) 町の決まりごと（条例）を決めたり、改めたりします。

(2) 町の仕事をするための予算を決めたり、正しく使われて

いるかを調べたりします。

(3) 町の仕事が、町民のために正しく公平に行われているか

を調べます。

(4) 国や鹿児島県などに対して、意見や要望を伝えます。

④ 何人いてどうやって選ばれるの？

さつま町の議員定数は条例で

１６人と決められています。

18歳以上の町民によって、

４年に１回の町議会議員選挙

で選ばれます。

次の選挙は令和７年４月予定。
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⑤ 町議会と町長，町民の関係は？

町議会で決められたことを、町長が実際に仕事をします。

町 民

町 長町議会

住民サービス

選挙、納税
選挙

議会報告

広聴

条例・予算などを提案

条例・予算などの議決

町の事務の調査など

①
①

②

③

④
⑤

請願・陳情

⑥ 議会はいつ開かれるの？

議会（定例会）は、年４回（３月、６月、９月、１２月）開

かれます。

この他に、必要なときに開催する臨時会もあります。

⑦ どんな会議があるの？

会議には、本会議と委員会などがあります。

本会議は、議員全員で町長が計画した仕事

や予算の使い方について話し合い、賛成か

反対かを多数決で決めます。

委員会は、いくつかの部門に分けて少人数で専門的に詳しく

調べたり話し合ったりします。委員会での調査内容や決定事

項は、本会議に報告します。

この他に、議員全員による議会全員協議会もあります。
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⑧ どんな委員会があるの？

(1) 議会運営委員会（５人）

･･･議会の進め方に関すること

(2) 総務厚生常任委員会（７人）

･･･町の政策や税金、福祉、消防、環境などに関すること

(3) 文教経済常任委員会（８人）

･･･農林業や商工業、道路、水道、教育などに関すること

(4) 議会広報特別委員会（４人）

･･･議会広報誌（議会だより）の発行に関すること

(5) 行財政改革調査特別委員会（１５人）

･･･行財政の健全化、改革の推進に関すること

(6) 議会活性化調査特別委員会（１５人）

･･･議会基本条例、議員定数・報酬、その他議会の活性化

に関すること

⑨ どういう流れで決められるの？

・話し合う議題について、町長から説明

・町長の説明に対して、議員が質問

・内容が複雑なものは、委員会で調査して良いか確認

・議題以外の町の政策について議員が質問（一般質問）

本
会
議

・複雑な内容のものについて、専門的に調査

・個々の議題について、町長（担当課長）に質問

・議題ごとに話し合って、賛成・反対を決定

委
員
会

・委員会で話し合った結果を委員長が報告

・委員長の報告をもとに、再度全員で話し合い

・その議題について、賛成か反対かを多数決で決定

本
会
議

本会議で決定されたことが、町の最終的な決定となる。
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⑩ 会議は見ることができるの？

本会議や委員会は、会議の様子を見たり

聞いたりすることができます。

このことを「傍聴」といい、さつま町の

議場には３２席の傍聴席があります。

また、本会議の様子はインターネットで生中継されており、過

去の本会議の様子も見ることができます。

本会議が閉会して約１ヵ月後には議会だより

を発行して、一般質問の内容や決まったこと

などをお知らせします。

会議の日程は、町ホームページに掲載されているほか、町防災

無線放送などでお知らせしていますので、ぜひ議会傍聴にお越

しください。

３ 請願・陳情

① 請願ってなに？

町がしている仕事について、困っていることやお願

いしたいことなどを書類にして、町議会に提出することです。

請願には、町議会議員の紹介が必要です。

② 陳情ってなに？

請願と同じように、町に対しての要望などを書類にして、町議

会に提出することです。

陳情には、議員の紹介は必要ありません。

③ 請願・陳情書の提出後はどうなるの？

町内の方が請願・陳情した場合は、常任委員会での審査・採決

後、本会議で採択するかどうかを決定します。

その後、町長と請願・陳情書の提出者に、本会議で決定した結

果を報告します。
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４ 議員の活動状況

① 町民との意見交換会

２年に１回、町内の全２０区公民館にて、町

民と議会との意見交換会を行っています。

また、各種団体との懇談会も実施しています。

② 所管事務調査
各委員会において、先進地の市町村の事例等

を調査・研究し、参考になる事例等を町政に活かしています。

③ 国や県などへの要望活動
国や県などに対し、町内の事業促進などを要望します。

④ 各種会合への出席
農林業や商工業などの各種会合に出席して、事業経過の報告を

したり、広く意見等を拝聴したりします。

⑤ その他の活動
各地域での意見聴取、独自調査・研究などをしています。

５ 議員データ

① 立候補の条件

２５歳以上の方で、３ヶ月以上町内に住所があり居住している

こと。（供託金が15万円必要）

② 議員定数・議員報酬
・議員定数 １６人

・議員報酬 月236,400円（各種手当込・税込 年間約370万円）

③ 本会議・委員会などの会議日数

年間約７０日程度。
（議員独自で行っている活動はこの日数に含まれません。）

④ 男女・年齢構成
・男１４人、女２人

・４０歳代･･･１人、５０歳代･･･１、人６０歳代･･･５人、

７０歳代･･･９人

最年少４１歳、最高齢７６歳（令和４年４月１日現在）
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Ⅱ　令和４年度当初予算の概要

１．歳入及び歳出の状況（一般会計）

円グラフ内の単位
：百万円

２．一般会計以外の当初予算の状況

令和４年度 令和３年度 増減額 増減率

国民健康保険事業 30億8,558万円 30億9,205万円 △646万円 △0.2％ 

後 期 高 齢 者 医 療 3億8,881万円 3億6,388万円 2,493万円 6.9％ 

介 護 保 険 事 業 34億6,895万円 35億9,441万円 △1億2,546万円 △3.5％ 

農業集落排水事業 6,620万円 5,061万円 1,559万円 30.8％ 

6億4,357万円 7億5,439万円 △1億1,081万円 △14.7％ 

（千円単位を四捨五入、△はマイナス）

３．主な新規事業や拡充・継続事業

　① 災害復旧事業　　　　　　　　令和３年豪雨に伴う災害復旧 ２１億５,８０２万円　

　② 新型コロナワクチン接種　　　ワクチン接種体制の確保 ５,４６９万円　

　③ 地方交通対策事業　　　　　　交通空白地の解消、交通弱者対策 １億５,６９３万円　

　④ 商工振興費　　　　　　　　　第３弾さつま応援商品券の給付 ２億２,４１８万円　

　⑤ 移住定住促進事業　　　　　　移住者支援、若者への家賃助成　　　　　　　６,２５４万円　

　⑥ 全国和牛能力共進会　　　　　共進会鹿児島大会への出品対策 ８３５万円　

特
別
会
計

企業会計・上水道事業

区　　分

自主財源
40億5千4百万円

(26.8%)

依存財源
110億9千4百万円

(73.2%)

その他の経費
46億3百万円

(30.4%)

義務的経費
69億7千4百万円

(46.1%)

投資的経費
35億7千2百万円

(23.5%)

人件費

2,980

(19.7%)

扶助費

2,571

(17.0%)

公債費

1,423

(9.4%)

普通建設

事業費等

1,414

(9.3%)

災害復旧費

2,158

(14.2%)

補助費等

1,530

(10.1%)

物件費

1,603

(10.6%)

繰出金

1,039

(6.9%)

その他

430

(2.8%)

地方交付税

4,575

(30.2%)

国県支出金

4,631

(30.6%)

町債

1,160

(7.7%)

その他

727

(4.8%)

町税

2,229

(14.7%)

繰入金

1,026

(6.8%)

その他

799

(5.3%)

歳入 歳出

一般会計当初予算

１５１億４,８００万円

前年度と比較し、２１億２,３００万円、１６.３％の増。

増額の主な要因は、令和３年豪雨による災害復旧費。
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Ⅲ　定例会・臨時会における審議状況等

１．審議案件の状況 （令和３年１月～令和３年１２月）

条例 予算 決算 専決 決議 意見書 その他 計

4 19 20 28 2 1 0 2 14 67

4 4 0 3 0 3 0 0 4 10

本会議
即決

委員会
付託

資料
配布

採択
一部
採択

不採択 取下 未了
継続
審査

3 0 1 2 1 0 0 0 0 0

２．一般質問の状況 （令和３年１月～令和３年１２月）

３．委員会等の開催日数 （令和３年１月～令和３年１２月）

４．定例会の傍聴・視聴 （令和３年１月～令和３年１２月）

文教経済常任委員会 １０日 ０日 １０日

２５件 １０件 ５４件

計 ４４日 ４８日 ９２日

行財政改革調査 ４日 ３日 ７日

議会活性化調査 ４日 ３日 ７日

議会広報

０日 ５日 ５日

全員協議会（毎月２２日前後） ５日 １２日 １７日

特別委員会 １５日 ２７日 ４２日

決　　算

２３日７日 １６日

議会運営委員会 ４日 ９日 １３日

３２人

委　　員　　会　　等 会 期 中 閉 会 中 計

総務厚生常任委員会 １０日 ０日 １０日

質問件数 　６件 　１３件

計

一般質問者数 　４人 　　８人 １２人 　８人

令和3年3月 令和3年6月 令和3年9月 令和3年12月

区　分
審　　　　議　　　　案　　　　件

定 例 会

臨 時 会

請願・陳情

審 査 方 法 審　査　結　果

開催
回数

本会議
日数

審査
件数

２,３１６回

※１日に複数の会議を開催している場合は個々に計上しています。

※傍聴者数は延べ人数、動画視聴回数は録画配信の述べ再生回数です。（R4.4.7現在）

１,０６４回

令和3年3月 令和3年6月 令和3年9月 令和3年12月 計

傍聴者数 　５人 ３５人 １６人 １３人 ６９人

　◎ライブ中継
　　ＱＲコード

　生中継ですので会
　議中しか視聴でき
　ません。

　　◎録画配信視聴
　　　ＱＲコード

　　過去の会議内容を
　　視聴できます。

動画視聴回数 ２１２回 ５９２回 ４４８回
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Ⅳ　議員定数・議員報酬

１．議員定数

 ２０人削減

 ８人削減（H29.10.9 改正条例公布）

 ４人削減（H24.3.27 改正条例公布）

２．議員報酬

　 ※平成17年12月以降、議員報酬の増減はありません。

　　 ただし、「平成19年4月～平成21年3月」及び「平成21年7月～平成25年3月」の通算５年９か月

　 間は特例により報酬額が減額されています。（議長：５％減額、議長以外：３％減額）

　　 また、「令和2年7月～9月」の３か月間についても、新型コロナウイルス感染症に伴い報酬額

　 が減額されています。（全議員１０％減額）

備　　考

２０人

議員数の内訳等

薩摩町

鶴田町 １４人

１４人

議員報酬 報酬月額 議長

選　　挙 議員数

合併（H17.3.22）

宮之城町の区域

宮之城町

４８人合併前（H17.3.21）

薩摩町の区域

　 任期：H25.4.24～ １６人

　 任期：H29.4.24～ １６人

２４７,４００円

２５８,８００円

副議長

常任委員長 ２４７,４００円

２６０,０００円

議運委員長

議員

６３３,４００円

報酬条例 施行年月日

長等の給与 給与月額 町長 ７８８,０００円

平成20年9月16日 ―

７８２,１００円

２３６,４００円

教育長

平成17年3月22日

５８７,０００円

６２２,０００円

　６人

２８人
(合併後最初の選挙)
任期：H17.4.24～

１６人
合併前の各町の区域ごと
に選挙区を設けた。

鶴田町の区域 　６人

　 任期：H21.4.24～ ２０人 選挙区の廃止

　 任期：R3.4.24～ １６人

５７４,５００円

―

全国類似団体平均さつま町区　　　　　分

３１６,０００円

―

３３９,３００円

―

―

給与条例 施行年月日

副町長
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Ⅴ　委員会等の調査・活動状況

１．議会単独議員研修

　　　開催日：令和３年１０月１５日

　　　内　容：令和３年７月１０日豪雨の状況及び今後の取組

　　　場　所：役場本庁議場

　　　講　師：川内川河川事務所、鶴田ダム管理所

　　　開催日：令和４年１月１３日

　　　内　容：竹集成材によるトラック床板製造事業について

　　　場　所：役場本庁議場（室内研修）、㈱未来シティ研究所（現地研修）

　　　講　師：株式会社　未来シティ研究所　代表取締役　瀧澤 宏　氏

２．総務厚生常任委員会

　　　所管課：総務課、企画政策課、財政課、税務課、町民環境課、保健福祉課、

　　　　　　　子ども支援課、高齢者支援課、会計課、消防本部、監査委員事務局、

　　　　　　　選挙管理委員会事務局、議会事務局

　　　委　員：（委員長）岸良光廣、（副委員長）中村慎一

　　　　　　　（委員）平山俊郎、上囿一行、森山大、新改秀作、有川美子　　計７名

　　　内　容：町の政策や税金、福祉、消防、環境などに関すること。

３．文教経済常任委員会

　　　所管課：建設課、農政課、担い手育成支援室、耕地林業課、商工観光ＰＲ課、

　　　　　　　ふるさと振興課、水道課、教育総務課、学校教育課、社会教育課、

　　　　　　　国体推進室、学校給食センター、農業委員会事務局

　　　委　員：（委員長）新改幸一、（副委員長）上久保澄雄

　　　　　　　（委員）橋之口富雄、上別府ユキ、平八重光輝、古田昌也、川口憲男

　　　　　　　　　　　柏木幸平　計８名

　　　内　容：農林業や商工業、道路、水道、教育などに関すること。

　　※常任委員会は、審議を充実させ、議事運営の能率を高めるため、本会議で審議す

　　　る案件の事前審査や所管事務の調査を実施。

　　※常任委員会は、議長を除く全議員がどちらかの常任委員会に所属し、４年の任期

　　　中に１度、所管替えを実施。

４．議会運営委員会

　　　委　員：（委員長）森山大、（副委員長）平八重光輝

　　　　　　　（委員）岸良光廣、新改幸一、柏木幸平　　計５名
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　　　内　容：議会の円滑な運営や議長の諮問に関すること。

　　　　　　　主に、本会議の会期や議事日程等について協議。

５．議会広報特別委員会

　　　委　員：（委員長）上久保澄雄、（副委員長）有川美子

　　　　　　　（委員）中村慎一、古田昌也　　計４名

　　　内　容：議会だよりの編集や発行に関すること。

　　※議会だより

　　　・発行時期：５月上旬（３月議会）、８月上旬（６月議会）、

　　　　　　　　　１１月上旬（９月議会）、２月上旬（１２月議会）、臨時号

　　　・送付方法：公民会文書発送にて、全世帯に送付。役場入口等に配備。

　　　・掲載内容：定例会の概要（一般質問、議案審査等）、議会活動ほか。

　　　・改善項目：親しみのある、見やすく読みやすいレイアウト等に随時変更。

６．行財政改革調査特別委員会

　　　委　員：（委員長）平八重光輝、（副委員長）有川美子

　　　　　　　（委員）議長を除く全議員　　計１５名

　　　内　容：行財政の健全化や改革の推進に関すること。

　　※特別委員会を月１回開催し、調査案件について審議。

　　　・公共施設の今後の個別計画について

　　　・第４次行政改革（Ｒ２）の実績について

　　　・宮之城学校給食センターの今後について

　　　・ペーパーレス化に伴う、タブレットの導入について

７．議会活性化調査特別委員会

　　　委　員：（委員長）新改秀作、（副委員長）川口憲男

　　　　　　　（委員）議長を除く全議員　　計１５名

　　　内　容：議員定数・議員報酬、議会の活性化に関すること。

　　※特別委員会を月１回開催し、調査案件について審議。

　　　・議員定数・報酬について

　　　　町民アンケート、参考人意見聴取を予定

　　　・議会活性化に関する２６項目について自由討議

自衛隊施設・特別支援学校の誘致、政務活動費・クオータ制・議会モニター制度・

通年議会制の導入、休日議会・夜間議会・子ども議会の開催、女性議員や次世代議

員の発掘と町民との政策づくり、議員図書の充実、議員提案条例の検討会開催など
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Ⅰ　あなたのことについて

問　あなたの性別はどちらですか。 問　あなたの年代はどれですか。

○男女比では女性の回答が多く、年代別では６０歳以上の回答が多い結果となりました。

Ⅱ　さつま町議会について

問　さつま町議会に関心がありますか。 問　「議会だより｣を読んだことがありますか。

　　　 

○町議会に関心のある方・ない方はほぼ同数ですが、８割程度の方が議会だよりを読んだことがあ

　 り、毎回・時々読んでいる方は６５％程度で、議会だよりへの関心の高さが伺えました。

問　「議会だより」の充実のためにどのようなことを望みますか。

○説明を簡単にしてほしいという

　 意見が最も多かったでした。

　 　また、その他として、用語の

　 解説やその後の結果などの記

　 載を望む声もありました。

　アンケート調査にご協力いただき、ありがとうございました。この調査をもとに、これま
での議会の活性化や今後の議会のあるべき姿について分析し、さつま町議会の活性化を図っ
ていきたいと考えています。

◎アンケート調査の概要◎

　【調査地域】　さつま町全域
　【調査対象】　町内18歳以上の男女1,000人（男500人，女500人）
　　　　　　　　（年代別に対象人数を設定し無作為抽出）
　【調査時期】　令和元年８月１日～８月３１日
　【回 収 数】　３８０人　　　　【回 収 率】　３８．０％

Ⅵ　議会改革のためのアンケート調査結果

男

44.2%女

55.0%

無回答

0.8%
15.8%

18.7%

17.9%

20.8%

26.0%

0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60歳以上

無回答

29.5%

35.3%

15.0%

17.1%

3.1%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0%

毎回読んでいる

時々読んでいる

１～２回読んだことある

読んだことはない

議会だよりを知らない

無回答

10.9%

23.6%

27.9%

19.4%

3.7%

10.0%

4.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

文字を大きくしてほしい

写真や図をたくさん使ってほしい

説明を簡単にしてほしい

説明を詳しくしてほしい

新しいコーナーを設けてほしい

その他

無回答

読
ん
だ
こ
と
が
あ
る

アンケート対象者
30歳未満 200人
30歳代 200人
40歳代 200人
50歳代 200人
60歳以上 200人

（60人）

（71人）

（68人）

（79人）

（99人）（3人）

（79.8%）

（20.2%）

読
ん
だ
こ
と
が

な
い

とても関心が

ある

12.9%

少し関心がある

36.1%

あまり関心がない

40.5%

全く関心がない

9.7%

無回答

0.8%
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Ⅲ　さつま町議会議員について

問　議員に対して特に何を期待しますか。

○町民のための政策提言や

　 地域課題の解決力などに

　 期待を寄せている意見が

　 多いようでした。

　 　また、その他として、何も

　 期待しないという意見もあ

　 りました。

問　議員定数は何人がよいと思いますか。 問　議員報酬はどれくらいが適当ですか。

○定数・報酬とも現行どおりが良いという意見が最も多い結果となりました。ただし、特に議員定数に

　 ついては、現行より少なくても良いという意見も多い結果となりました。

Ⅳ　議会改革について

問　今後のさつま町議会の改革について、取り組むべき課題は何だと思いますか。

○議員の資質の向上が最も多く、次いで幅広い世代への普及啓発、意見交換会の充実といった開

　 かれた議会への取り組みについて、多く意見が寄せられました。

　  紙面の都合上、全ての質問を掲載することができませんでしたので、ご覧になりたい方は議会事
 務局へお越しいただくか、さつま町議会のホームページでご覧ください。

11.1%

22.8%

12.7%

14.4%

16.9%

5.9%

13.5%

1.8%

0.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

町の行財政に対するチェック機能
町民の利益になるような政策提言
気軽に相談できる親しみやすさ

行政と町民とのパイプ役
地域課題の解決力とリーダーシップ

審議結果などの町民への説明
公約の実行力

その他
無回答

16.0%

6.6%

12.4%

11.8%

47.1%

0.5%

1.1%

2.1%

2.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１２人以下
１３人
１４人
１５人

（現行）１６人
１７人
１８人

１９人以上
無回答

17.1%

17.6%

41.3%

7.6%

7.1%

7.4%

1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

２０万円未満

２０～２３万円

（現行）２３～２４万円

２４～２７万円

２７～３０万円

３０万円以上

無回答

2.2%

4.3%

21.1%

4.9%

18.4%

13.6%

5.3%

8.6%

4.5%

9.8%

4.0%

1.9%

1.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

議会ホームページの充実

議会だより等の広報活動の充実

議員の資質の向上

休日議会や夜間議会の開催

女性や子どもなど幅広い世代への普及啓発

町民の意見を聴く意見交換会の充実

インターネット等を活用した情報発信・提供

政策提言や政策立案する機能の強化

議員間で討議する場の充実

議員定数や議員報酬の見直し

議会・議員活動を支援する事務局の機能強化

その他

無回答

現行より少ない

46.8%

現行より多い

3.7%

現行より高い

22.1%

現行より低い

34.7%
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メモ欄
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